
 

 

 

市内の企業、団体によるＳＤＧｓに関する優れた取組を表彰する「さがみはらＳＤＧｓ
アワード 2022」の受賞団体が決定しましたのでお知らせします。 
 

１ 受賞団体  
・相模原市⻑賞︓藤野電⼒ 

    「防災意識の普及啓発 再生可能エネルギーと人のつながりの活性化」 
 

・優秀賞   ︓NPO 法人 Class for Everyone  
「リユースから学びをつくる」 

 
・協働賞   ︓フードコミュニティ  

「お裾分けのお手伝い 余剰食品を困った人の笑顔に変える」 
 
・審査委員特別賞︓森ラボ農産物商品開発プロジェクト  

「野菜を労わる高校生のふりかけ」 
       ︓Loom Sagamihara 

   「容器を堆肥に〜限られた資源を循環し、想いの循環を〜」 
 ※受賞団体の詳細は、別紙又はＨＰをご覧ください。 
  https://sdgs.city.sagamihara.kanagawa.jp/award-prize2/ 
       
２ その他 
・募集期間 令和４年６月１５⽇〜９月９⽇ 
・応募総数 ２０団体 
・授 賞 式 令和４年１０月２８⽇（⾦） 
・開 催 者 主催︓さがみはらＳＤＧｓアワード実⾏委員会（実⾏委員⻑︓梅津 賢一） 

共催︓公益社団法人相模原⻘年会議所、公益社団法人津久井⻘年会議所、 
相模原市 

 

 

 

 

 

 

 

「さがみはらＳＤＧｓアワード 2022」の受賞団体決定について 

令和４年１０月３１日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

みんなのＳＤＧｓ推進課 

電話 042-769-9224 

https://sdgs.city.sagamihara.kanagawa.jp/award-prize2/


「防災意識の普及啓発 再生可能エネルギーと人のつながりの活性化」

取組概要
○ ソーラーパネルとバッテリーを活用した自立分散型のミニ太陽光発電システムを構築するワークショップを

通じて、再生可能エネルギーや防災に関する意識啓発を行っている。

○ 防災に関して、動画やＶＲの活用、イベントにおける「親子防災あそび」の開催など幅広い取組を展開してい

る。

ポイント
○ 任意団体ながら10年以上も活動を継続しており、これまで

全国各地で250回を超えるワークショップを開催している。

○ 一般家庭や店舗などにもオフグリッド電源の導入を進めている。

○ ＮＰＯ法人との連携により、非電化地域での当該システムの活用を

進めている。

今後の展望
○ 気候変動の影響による災害が多発していることから、身近なモノを使って身を守る術の普及など、

具体的な災害への備えの普及に力を入れる。

○ 再エネへの切り替えなど、よりインパクトの大きい行動を促す方法について検討を進める。

協 働
○ 森のイノベーション・ラボ バーチャル実験室プロジェクト・青山学院大学：ＶＲ動画の制作

○ ＮＰＯ法人class for everyone：非電化地域への支援

藤野電⼒
【さがみはらSDGｓアワード2022相模原市⻑賞】



相模原市から全国に発信され、様々な人々を惹きつける取組であり、震災を
契機に始めた活動が⻑期に渡り継続している点、また、時代のニーズを捉える
とともに、多様な主体との連携により活動がアップデートされている点など、
相模原市のSDGsアワードにふさわしい団体であると考えます。
今後も草の根的な活動を継続しつつ、相模原市の電⼒需要の⼀部を担うなど、

次のステージに進んでいただくことを期待します。

審査委員⻑コメント



「リユースから学びをつくる」

○ 日本で使われなくなったパソコンを企業等から寄附してもらい、途上国へ届ける活動を続けている。

取組概要

○ 同時に途上国におけるオフグリッド電源システムの普及やＩＣＴ教育の推進、移動図書館や女性教育など、

多岐に渡る取組を展開している。

○ 日本においても、障がい者によるリユース作業や相模原市における移動図書館などの事業を実施している。

ポイント
○ これまで6,000台以上のデバイス機器の寄附を受け、33ヵ国220地域に住む

子ども達にＩＣＴ教育の機会を提供してきた。

○ オフグリッド電源システムについてはタンザニア中心に50校以上でワークショップ

を展開。 同様のワークショップを国内でも展開している。

今後の展望
○ 炭の蓄電池作りに着手しており、ナラ枯れ材を炭化して地産地消型の蓄電池を

製作して地域の新しいエネルギー供給モデルを目指している。

○ 移動図書館について、子ども館長を任命して企画を考えてもらうなど、

子どもたちが運営に携わる仕組みの構築を進めている。

協 働
○ ＪＩＣＡ青年海外協力隊：海外におけるＩＣＴ教育推進にかかる連携

○ 藤野電力、morimo：オフグリッド電源システム、移動型ソーラーバッテリー制作に関する連携

【さがみはらSDGｓアワード2022優秀賞】
NPO法人Class for Everyone



誰⼀人置き去りにしない世界を目指す優れた取組であることはもちろん、市
⺠活動において、東京ではない地域から直接世界にアクセスしている点は特筆
すべきであり、このような活動が相模原市にあることは大変誇らしいことと考
えます。
地域からでも世界の課題にアプローチできることを広く発信することで、追

随する人を増やしていただくとともに、市⺠主体の活動に、更に多くの企業を
巻き込むことを期待します。

審査委員⻑コメント



「お裾分けのお手伝い 余剰食品を困った人の笑顔に変える」

取組概要
○ 市民や企業、団体等から提供された賞味期限の近い食品、作りすぎや規格外の野菜、文具や日用品などを

子ども食堂や貧困世帯へ届ける活動で、食品ロスや廃棄物の削減、食の格差是正等に取り組んでいる。

ポイント
○ 野菜や文具、日用品など一般的なフードドライブの範囲を超えて受け入れることで、

廃棄物の削減や貧困世帯への支援につなげている。

○ 市との協働事業で、会場配布に加え子育て家庭への個別配送を行っている。

○ どこから提供された物かを配布先に伝えるとともに、受け取った方の感想を

提供先に伝えるなど、 継続的な支援につなげている。

今後の展望
○ 余剰食品が無くなるとともに、貧困が無くなることが理想ではあるが、

必要とされている限りは活動を継続する。

○ 株式会社富士ホールディングス：集荷、配送活動の支援

○ 相模原市農業協同組合、フードバンクかながわ、オギノパン 他：フードドライブ品やパンの提供

○ 社会福祉協議会：生活困窮者支援にかかる連携

○ プラントライフシステムズ・かどや・パルシステム神奈川他余剰食品の提供による食品ロス削減

フードコミュニティ
【さがみはらSDGｓアワード2022協働賞】

協 働



様々な協働の下に実施されている取組であり、新たな協働の相手として企業
を巻き込むなど、着実に広がりを⾒せている点は協働賞にふさわしいものと考
えます。
取組を臆することなく発信し、更なる協働の広がりにつなげるとともに、市

⺠が中⼼となり、誰⼀人置き去りにしない地域社会の実現に向けた活動を末永
く継続していただくことを期待します。

審査委員⻑コメント



「野菜を労わる高校生のふりかけ」

取組概要

○ 廃棄野菜の削減を目的に、規格外や傷のついた野菜を生かす方法を地域の農家や事業者とアイデアを出

し合い、加工品「野菜を労わる高校生のふりかけ」として商品化し販売にまでつなげた。

ポイント
○ 高校生が主体となり、仲間を集め、企画から商品制作までを行い、

持続可能な社会の実現に向けた想いを具現化した。

○ 農家や地元のシェフ、商工会、福祉事業所など地域内の新たなつながり

を生み出した。

今後の展望

○ 商品のＰＲを積極的に行い、販売促進につなげていく。

○ 更に多くの人たちを巻き込んで、より多くの野菜を消費できる

新たな商品開発に着手する。

協 働
○ 藤野地区の農家：野菜の提供

○ 地域飲食店：加工に関する助言、ふりかけの販売

【さがみはらSDGｓアワード2022審査委員特別賞】
森ラボ農産物商品開発プロジェクト



食品廃棄という社会課題に着目し、多くの大人を巻き込み事業を実現した高
校生のエネルギーに審査委員⼀同深く共感しました。
今後、多くの若い世代を巻き込み、相模原市で次世代の大きなうねりを生み

出していくようなリーダーシップを発揮していただくことを期待します。

審査委員⻑コメント



「容器を堆肥に ～限られた資源を循環し、想いの循環を～」

取組概要
○ 植物由来で完全生分解性の容器を使うとともに、地産地消食材等で作った弁当をＳＤＧｓ弁当として販売し、

使用済みの容器を回収、堆肥化をする取組を進めている。

○ 屋内でも使用できる小型のＥＶキッチンカーを導入している。

ポイント
○ 植物由来の容器を使い堆肥化することで、プラごみの削減と循環型社会の

形成に寄与している。

○ 市役所の職員生協で定期的にＳＤＧｓ弁当を販売しており、継続的な取組と

なっている。

今後の展望
○ 現在容器の堆肥化まで完了しており、今後市内の農家で当該堆肥を使って

野菜を育てる予定。

○ 上記の野菜を使った弁当を販売することで、循環型社会のモデルケースを

構築する。

協 働
○ ＳＤＧｓパートナー：容器の提供、容器の堆肥化、ＳＤＧｓ弁当の販売

【さがみはらSDGｓアワード2022審査委員特別賞】
Loom Sagamihara



容器の回収スキームの構築等、⾯的な広がりを⾒せるためには課題があるも
のの、循環型社会のモデルケースとなる優れた取組であると考えます。
「使い捨て」への大きな問題提起となったことから、今後、様々なステーク

ホルダーとの連携により社会システムの変革につなげていくことを期待します。

審査委員⻑コメント


